
十
月
、
十
一
月
の
二
か
月
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
る
芸
術
祭
は
、
十
月
一
日
の
「
芸
術
祭
祝

典
」
（
国
立
劇
場
）
を
も
っ
て
開
幕
し
た
。
主

催
行
事
（
既
報
）
の
ほ
か
参
加
公
演
の
申
し
込

み
も
出
そ
ろ
い
、
本
年
度
芸
術
祭
の
全
容
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
芸
術
祭
公
演
の
圧
巻

口
明
治
百
年
記
念
芸
術
祭
祝
典

十
月
一
日
午
後
六
時
か
ら
、
国
立
劇
場
大
劇

場
で
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
八
千
名
に
の
ぼ

る
希
望
者
の
う
ち
か
ら
約
千
七
百
名
が
無
料
招

待
さ
れ
た
。

祝
典
は
、
第
一
部
「
式
典
」
と
第
二
部
「
邦

楽
・
邦
舞
の
ゆ
う
ぺ
」
か
ら
な
り
、
「
式
典
」

で
は
、
今
文
化
庁
長
官
、
高
橋
誠
一
郎
芸
術
祭

執
行
委
員
会
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

来
賓
の
大
佛
次
郎
氏
、
藤
原
義
江
氏
か
ら
祝
辞

．
が
述
べ
ら
れ
た
。
第
二
部
は
、
明
治
百
年
に
ち

な
み
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
一
＿
一
代
に
ゆ
か
り
の

名
作
三
種
が
一
流
の
演
者
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
吾
妻
徳
穂
、
坂
東
三
津
五
郎

ほ
か
の
出
演
、
常
磐
津
菊
三
郎
、
常
磐
津
千
東

勢
太
夫
ほ
か
の
演
奏
に
よ
る
舞
踊
・
常
磐
津
「

お
夏
狂
乱
」
（
坪
内
逍
遥
作
、
常
磐
津
文
字
兵

衛
作
曲
、
藤
間
勘
翁
振
り
付
け
）
、
宮
城
喜
代

子
社
中
に
よ
る
等
曲
「
越
天
楽
変
奏
曲
」
（
宮

城
道
雄
作
曲
）
、
花
柳
寿
楽
、
花
柳
寿
輔
、
花
柳

芳
次
郎
ほ
か
の
出
演
、
杵
屋
六
左
衛
門
、
梅
屋

金
太
郎
ほ
か
の
演
奏
に
よ
る
舞
踊
・
長
唄
「
上

蜘
」
（
河
竹
黙
阿
弥
作
、
＿
―
-
代
杵
屋
正
次
郎
作

曲
、
初
代
花
柳
寿
輔
振
り
付
け
）
が
上
演
さ
れ
、

満
堂
の
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

で
あ
る
「
ア
ジ
ア
民
族
芸
能
祭
」

体
、
演
目
等
が
決
定
し
た
。

の
参
加
団

噂

畔

晶

祝

典

で

開

幕

口
参
加
公
演

参
加
公
演
に
つ
い
て
は
、
各
部
門
こ
と
に
審

査
委
員
会
が
内
容
を
検
討
の
う
え
参
加
の
可
否

を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
厄
ど
決
定

し
た
本
年
度
の
部
門
別
参
阻
公
演
（
作
品
）
数

は
、
次
の
と
お
り
。

◇
演
劇
1
1

「
明
治
太
平
記
」
（
帝
劇
）
心
か
十

一
公
演
◇
音
楽
1
1

八
公
演
に
よ
る
も
の
＞
邦
楽

「
四
人
の
会
」
ほ
か
二
十
公
演
、
八
放
送
に
よ

ろ
も
の
＞
東
京
放
送
「
鏡
ま
た
は
ひ
と
つ
の

旅
」
ほ
か
十
四
作
品
八
合
唱
曲
コ
ン
ク
ー
ル

V

N
H
K
「
山
の
四
季
」
ほ
か
十
一
作
品
◇
舞
踊

1
1

工
藤
大
弐
ノ
エ
ラ
・
ポ
ン
ト
ワ
パ
レ
エ
ほ
か

―
―
―
十
公
演
◇
能
楽
1
1

名
曲
院
の
会
筏
か
十
二
公

演
◇
映
画
1
1

八
日
本
劇
映
画
＞
日
活
「
あ
あ
ひ

め
ゆ
り
の
塔
」
筏
か
七
作
品
八
日
本
記
録
映

両
＞
「
青
春
」
筏
か
二
十
三
作
品
八
外
国
映
画
＞

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
「
異
邦
人
」
ほ
か
七
作
品
◇
ラ

ジ
オ
廿

N
H
K
「
は
だ
か
の
功
徳
」
辰
か
十
九

作
品
◇
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
1
1

八
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
〉

N
H
K
「
と
ん
こ
ろ
の
歌
」
ほ
か
十
一
作
品

八
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
l
>
N
H
K
「あ

る
出
発
」
筏
か
十
作
品
◇
レ
コ
ー
ド
1
1

八
国
内

盤
＞
日
本
コ
ロ
ム
ピ
ア
「
雪
の
も
の
が
た
り
」

ほ
か
十
二
作
品
八
外
国
盤
＞
東
芝
「
中
世
お
よ

び
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
ア
ン
ダ
ル
シ
ア

の
歌
」
没
か
十
六
作
品
◇
大
衆
芸
能
1
1

八
1

部
＞

N
H
K
東
西
漫
才
大
会
筏
か
十
七
公
演
八

2
部
＞
越
路
吹
雪
リ
サ
イ
タ
ル
ほ
か
五
公
演
3

以
上
総
計
二
百
四
十
一
公
演
（
作
品
）
。

八
写
真
1
1

国
立
劇
場
で
の
祝
典
の
第
一
部
・
中

失
は
あ
い
さ
つ
す
ろ
今
文
化
庁
長
官

V



▽
文
化
財
愛
護
モ
デ
ル
地
区
だ
よ
り
：
・
：
.13

▽
装
飾
古
墳
遼
両
模
写
展
開
催
•
…
…
…•
•
1
2

▽
第
十
五
回
文
化
財
防
火
デ
ー
：
．．．．．．．．．． 
9
 

▽
国
語
施
策
を
め
ぐ
っ
て

▽
日
本
芸
術
院
祈
会
貝
に
四
氏
決
ま
る
：
．

5

▽
芸
術
祭
賞
・
芸
術
祭
奨
励
賞
決
ま
る
：
．

3

▽

正

月

早

々

▽
国
際
文
化
の
交
流
…
…
•
•
•
•
•
•
…
·
:
·
…

•
•
8

▽
平
城
宮
展
の
開
催
：
·
·
…
…
…
…
…
…•
•
1
1

▽
文
化
庁
日
誌
・
会
議
等
予
告
：
・
・
:
・
:
・
:
1
6

八
写
真
＞
重
文
・
鶏
図
伊
藤
若
沖
筆

江
戸
時
代
の
画
壇
て
、
一
き
わ
異
彩
を
放
っ

て
い
る
は
伊
藤
若
沖
て
あ
ろ
。
は
じ
め
狩
野

派
を
学
ん
だ
が
、
や
が
て
光
琳
派
の
装
飾
性
を

と
り
入
れ
、
独
特
の
様
式
を
確
4IL
し
た
。
殊
に

鶏
の
絵
を
得
意
と
し
、
数
々
の
傑
作
を
の
こ
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
鹿
苑
寺
（
金
閣
寺
）
の
大

書
院
の
壁
貼
付
に
描
い
た
も
の
で
、
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
の
作
品
て
あ
ろ
。

． 

熱
心
な
意
見
交
換
：
．．．． 
6
 

今

も

く

じ

日
出
海
・
・
・
2

． 



- (3) 文 化 庁 月 報 第 5 Cコ
方

[
文
化
庁
芸
術
祭
執
行
委
員
会
（
委
員
長
高
橋
誠
一
郎
）
は
、
さ
る
十
二
月
卜
九
日
午
後
[

ご
一
時
半
か
ら
国
立
教
育
会
館
で
開
催
し
た
総
会
で
、
本
年
度
明
治
百
年
記
念
芸
術
祭
の
芸

二
俯
祭
賞
（
賞
状
・
賞
金
十
万
円
・
賞
牌
）
と
芸
術
祭
奨
勁
賞
（
賞
状
・
賞
金
五
万
円
・
賞
牌
）

｝
（
別
項
）
を
決
定
し
、
即
日
公
表
し
た
。
授
裳
式
は
、
本
年
一
月
二
十
五
日
（
土
）

Z

～

一

時

半

か

ら

虎

ノ

門

ホ

ー

ル

で

挙

行

さ

れ

る

。

―

総
会
は
、
ま
す
高
橋
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に

統
き
、
演
劇
部
門
を
は
じ
め
各
部
門
の
審
査
委

員
長
か
ら
当
該
部
門
の
芸
術
祭
賞
・
芸
術
祭
奨

励
賞
の
推
薦
か
な
さ
れ
、
こ
れ
を
満
場
一
致
て

承
認
し
た
。
次
に
本
年
度
主
催
公
演
の
う
ち
、

特
に
明
治
百
年
記
念
特
別
公
演
と
し
て
実
施
し

た
歌
舞
伎
「
一
二
姉
妹
」
、
オ
ペ
ラ
「
袈
裟
と
盛

遠
」
、
バ
レ
エ
「
ミ
ラ
ン
ダ
」
お
よ
び
「
ア
ジ

ア
民
族
芸
能
祭
」
の
成
果
に
つ
い
て
、
企
画
を

担
当
し
た
委
員
を
代
表
し
、
利
倉
幸
一
、
大
木

正
興
、
江
口
博
、
本
田
安
次
の
各
氏
か
ら
報
告

か
な
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
明
年
度
以
降
の
芸
術
祭

の
充
実
強
化
に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
上
生
芸
術
課
長
か
ら
、
明
年
度

芸

以
降
の
芸
術
祭
の
改
正
方
針
と
そ
れ
に
伴
う
予

算
要
求
の
概
要
を
説
明
し
た
。
次
い
で
渋
沢
秀

雄
委
員
か
ら
、
「
こ
と
し
の
明
治
百
年
記
念
芸

術
祭
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
芸
術

祭
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
明
年
度
芸
術
祭
予

賃
点
の
増
額
を
こ
の
総
会
の
名
に
お
い
て
大
蔵
省

ヘ
要
望
し
て
は
ど
う
か
。
」
と
の
緊
急
提
案
（
別

項
要
望
書
）
が
あ
り
、
こ
れ
を
満
場
一
致
て
決

畷
し
、
安
達
次
長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
の
ヘ

て
午
後
四
時
半
終
了
し
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
、
高
橋
誠
一
郎
委
員
長

ほ
か
各
部
門
有
志
委
員
が
大
蔵
省
に
要
望
書
を

提
出
し
陳
情
を
行
な
っ
た
。

秋
元
松
代
氏
ら

25
人‘

術

祭

明

治

百

年

記

念

（
個
人
五
、
団
体
几
、
汁
十
四
）

〔
演
劇
〕
秋
元
松
代
（
劇
団
演
劇
座
公
演
「
常

陸
坊
海
尊
」
の
脚
本
）

〔
音
楽
〕
八
公
演
に
よ
る
も
の

V
◇
読
売
日
本

交
轡
楽
団
（
第
五
十
回
定
期
演
奏
会
の
「
ル
カ

受
難
曲
（
ペ
ン
デ
レ
ッ
キ
）
」
の
演
奏
）
◇
巌

本
真
理
弦
楽
四
重
奏
団
（
第
十
五
回
定
期
演
奏

会
の
成
果
）
八
合
唱
曲
コ
ン
ク
ー
ル

V
◇
株
式

会
社
東
京
放
送
「
混
声
合
唱
の
た
め
の
デ
ィ
ヴ

ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
」
（
谷
川
俊
太
郎
作
詞
・
団

伊
玖
磨
作
曲
）

〔
能
楽
〕
◇
友
枝
喜
久
夫
（
「
還
歴
記
念
能
」

し
ょ
う
じ
ょ
う
み
だ
れ

に
お
け
る
「
狸
々
乱
」
の
シ
テ
の
演
技
）

〔
映
画
]
八
日
本
判
映
画

V
◇
株
式
会
社
日
本

芸

術

祭

賞

咀
治
百
年
記
念
芸
術
祭
各
部
門
の
受
賞
者
（

団
体
）
は
次
の
と
お
り
。
（
か
っ
こ
内
は
受
賞

対
象
）

読
売
日
響
な
と

43
団
体
に

芸
術
祭
賞
・
芸
術
祭
奨
励
賞
決
ま
る

「
内
弾
」
を

つ
く
ろ
会
（
削
映
国
「
）
八
日
本
記
録

映
画
＞
◇
株
式
会
社
記
録
映
両
社
（
記
録
映
画

「
松
本
城
」
）

〔
ラ
ジ
オ
〕
◇
株
式
会
社
文
化
放
送
（
ラ
シ
オ

の
た
め
の
ポ
エ
ム
「
小
笠
原
か
ら
あ
だ
た
ヘ
一
）

ニ
プ
レ
ヒ
シ
ョ
ン
〕
八
ド
ラ
マ
ソ
◇
東
海
テ
レ

ビ
放
送
株
式
会
社
（
テ
レ
ヒ
ト
ラ
マ
「
飛
騨
古

系
」〔
レ
コ
ー
ド
〕
八
国
内
盤
＞
◇
日
本
ピ
ク
タ
ー

株
式
会
社
（
間
宮
芳
生
作
曲
の
「
合
唱
の
た
め

の
コ
ン
ポ
シ
シ
ョ
ン
第
一
番
ー
第
六
番
」
）

〔
大
衆
芸
能
〕
八
一
部
＞
◇
林
家
正
蔵
（
東
丙

交
流
絡
語
会
に
お
け
る
「
淀
五
郎
」
の
話
芸
）

八
一
部

V
◇
宝
塚
歌
劇
団
（
ミ
ュ
ー
シ
カ
ル
「

ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ト
物
語
」
の
舞
台
成
果
）

〔
公
募
脚
本
〕
八
ラ
ジ
オ
脚
本
＞
◇
鶉
野
昭
彦

（
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
脚
本
「
め
く
り
あ
い
」
）
八

テ
レ
ピ
ド
ラ
マ
脚
本
＞
◇
丸
山
佐
紀
子
（
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
脚
本
「
れ
ん
（
恋
）
l

）

芸
術
祭
奨
励
賞

（
個
人
二
十
、
団
体
三
十
四
計
五
十
四
）

[
演
劇
〕
◇
実
川
延
芳
（
歌
舞
伎
座
公
演
「
成

政
」
の
佐
々
成
政
の
演
技
）
◇
劇
団
四
季
（
日

生
劇
場
・
劇
団
四
季
提
携
第
十
三
回
公
演
「
ハ

ム
レ
ッ
ト
」
の
成
果
）
◇
劇
団
青
年
座
（
新
劇

「
禿
の
女
歌
手
」
の
成
果
）
◇
劇
団
手
織
座
（

祈
馴
「
人
間
最
後
の
誇
り
」
の
成
果
）

〔
音
楽
〕
八
公
演
に
よ
る
も
の

V
◇
安
倍
圭
子

（
「
安
倍
圭
子
マ
リ
ン
バ
の
タ
ベ
」
の
演
奏
）

◇
山
川
園
松
（
「
管
弦
と
打
楽
器
の
た
め
の
小

ヽ

ア
ー
ト
・
シ
ア
ク
ー
・
ギ
ル
ト
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国
立
教
育
会
館
に
お
け
る

芸
術
祭
執
行
委
員
会
総
会

組
曲
」
の
作
曲
）
◇
稀
音
家
六
や
ま
（
「
青
面

美
童
」
の
作
曲
）
◇
藤
井
千
代
賀
（
第
二
回
箪

曲
演
奏
会
に
お
け
る
「
芸
井
弄
斎
」
の
演
奏
）

八
放
送
に
よ
る
も
の

V
◇
日
本
放
送
協
会
(

i
呂

下
秀
冽
作
曲
の
「
生
々
流
転
」
）
◇
日
本
放
送

協
会
（
石
井
宵
パ
木
作
曲
の
「
響
応
」
）
八
合
唱

曲
コ
ン
ク
ー
ル
／
〈
◇
東
海
ラ
シ
オ
放
送
林
式
会

社
（
男
声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
蒸
気
機
関
車

さ
ん

へ
の
讃
歌
「
走
礼
•
わ
か
心
」
（
伊
藤
海
彦
作

詞
・
大
中
恩
作
曲
）
）
◇
日
本
放
送
協
会
（
人
口

唱
紹
曲
「
五
つ
の
童
両
」
（
高
田
敏
子
作
詞
・

三
善
晃
作
曲
）
）

〔
舞
踊
〕
◇
西
田
圭
元
（
西
田
克
卵
踊
団
第
三
回

公
油
の
「
山
髪
の
巫
祭
」
の
演
出
・
振
り
付
け
）

◇
芙
二
三
枝
子
（
芙
―
―
―
―
一
枝
子
創
作
舞
踊
公
演

の
一
そ
こ
か
ら
」
の
演
出
）
◇
五
条
珠
実
（
第
宜

十
一
回
珠
実
会
の
「
お
夏
狂
乱
」
の
演
出
・
派

技
）
◇
工
籐
大
弐
（
エ
隠
大
弐
1
1

ノ
エ
ラ
・
ポ

ン
ト
ワ
公
演
の
「
テ
ィ
ス
パ
リ
シ

m

ン
」
の
演

出
・
振
り
付
け
）
◇
今
井
栄
子
（
第
五
回
今
井
栄

す
い
せ
ん

子
舞
い
の
会
の
「
水
仙
丹
削
」
の
演
技
）
◇
五
条から

雅
己
（
第
二
十
三
回
東
横
創
作
隣
踊
の
会
の
「
空

蝉
」
の
振
り
付
け
）
◇
若
柳
光
炒
（
第
二
寸
＝
一
回

東
横
創
作
舞
踊
の
会
の
「
縄
の
れ
ん
」
の
演
技
）

〔
能
楽
〕
◇
野
村
万
之
丞
•
野
村
万
作
・
野
村

て
つ
せ
ん

刀
蔵
（
「
洟
仙
会
例
会
」
こ
お
け
る
狂
言
「
粟

た

ぐ

ち
田
口
」
の
派
技
）
◇
名
曲
能
の
会
「
名
曲
能
の

あ
お
い
の
う
え

会
別
会
」
に
お
け
る
「
葵
上
」
の
成
果
）

[
映
画
〗
ハ
日
本
記
鰈
映
画V
◇
財
団
法
人
博

物
館
明
治
村
（
人
形
劇
映
画
「
明
治
は
る
あ
き

」
)
◇
株
式
会
社
桜
映
画
社
（
記
録
映
画
「
砲

門
の
人
ひ
と
」
）
◇
株
式
会
社
読
売
映
画
社
（

記
録
映
画
「
北
海
道
物
語
」
）
◇
朝
日
新
聞
社

•
朝
日
テ
レ
ピ
ニ
ュ
ー
ス
社
（
記
録
映
画
「
青

界
」
）
八
外
田
映
画
＞
◇
日
本
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

・
ア
ー
チ
ス
ツ
映
西
会
社
（
外
国
映
画
「
マ
ル

キ
・
ド
・
サ
ト
の
派
出
の
も
と
に
シ
ャ
ラ
ン
ト

ン
精
神
病
院
の
患
者
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
シ

ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
マ
ラ
ー
の
迫
害
と
暗
殺
」
）

[
―
フ
ジ
オ
〕
◇
青
森
放
送
株
式
会
社
（
三
味
線

お
お
か
み

に
よ
る
叙
事
詩
「
狼
少
年
」
）
◇
株
式
会
社
熊

本
放
送
（
ラ
シ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
の
ん

の
ん
」
）
◇
日
本
放
送
柏
会
（
放
送
劇
「
夜
の

烏
」
）
◇
中
部
日
水
放
送
株
式
会
社
（
放
送
劇

「
コ
ヂ
の
兄
弟
」
）
◇
-
日
ド
放
送
協
会
（
放
送

劇
「
は
た
か
の
功
徳
ー
ロ
）

[
テ
レ
ヒ
シ
ョ
ン
〕
八
ド
ラ
マ
▽
◇
関
丙
テ
レ

ヒ
放
送
株
式
会
社
（
テ
レ
ヒ
ド
ラ
マ
「
青
や
か

ら
わ
た
っ
た
ん
や
」
）
◇
日
本
テ
レ
ヒ
放
送
網

株
式
会
社
（
テ
レ
ヒ
ト
ラ
マ
一
日
本
の
幸
福
」

)
◇
日
本
放
送
協
会
（
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ふ
た

り
」
）
八
テ
レ
ピ
ト
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

V
◇

El

本
放
送
協
会
（
テ
レ
ヒ
ト
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
高

速
，
」
）
◇
株
式
会
社
節
日
放
送
（
テ
レ
ヒ
ト
キ
ュ

メ
ン
タ
り
ー
一
日
下
首
楽
の
生
と
兄
」
）
~
戸
品

テ
レ
ビ
放
送
抹
式
会
社
（
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン

． し—-------こ- ~ 

本
年
六
月
、
文
化
庁
か
新
設
さ
れ
、
国
が

芸
術
文
化
の
振
戻
に
積
極
的
に
取
り
祖
む
姿

努
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
御
同
慶
に
た
え
ま

せ
ん
。田
の
行
な
、
？
芸
術
の
祭
典
と
し
て
昭
和
―
―

十
一
年
以
来
、
毎
年
実
加
し
て
い
る
芸
術
祭

も
、
今
年
は
明
治
百
年
記
念
軍
業
の
一
環
と

し
て
実
胆
し
、
従
来
に
な
く
多
彩
て
充
実
し

た
芸
術
祭
と
し
て
一
般
か
ら
好
評
を
博
し
ま

し
た
。し
か
し
、
こ
の
芸
術
祭
も
国
の
行
な
う
芸

術
の
祭
典
と
し
て
は
、
こ
の
規
模
程
度
て

は
、
土
だ
決
し
て
じ
ゅ
う
ふ
ん
な
も
の
と
は

雷
え
ま
せ
ん
。
ま
し
て
こ
れ
が
、
本
年
限
り

の
も
の
と
し
て
再
び
平
年
に
も
ど
る
よ
う
な

こ
と
に
な
る
な
ら
に
、
実
に
退
憾
な
こ
と
て

あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
明
治
百
年
を
契
機
と

し
て
、
芸
術
祭
を
さ
ら
に
い
っ
そ
う
充
実

し
、
海
外
に
も
注
目
さ
れ
る
芸
術
祭
に
し
て

要

望

こ
そ
意
義
が
あ
り
、
わ
か
国
芸
術
文
化
の
振

興
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
な
る
の
て

況
り
ま
す
。

芸
術
祭
執
行
委
員
会
は
、
以
上
の
趣
旨
こ

か
ん
か
み
、
昭
和
四
十
―
―
―
年
十
二
月
十
九
日

詞
悩
の
第
二
回
総
会
に
お
い
て
次
の
よ
つ
に

決
議
し
ま
し
た
の
で
、
政
府
に
お
か
れ
て

ぱ
、
そ
の
実
現
方
に
つ
き
よ
ろ
し
く
御
高
配

く
だ
さ
る
よ
ヽ
つ
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
t
)

一
芸
術
祭
を
名
実
と
も
に
芸
術
の
祭
典
と

す
る
た
め
、
明
年
度
以
降
の
芸
術
祭
は
、

さ
き
に
発
表
さ
れ
た
「
改
正
方
針
」
に
の

っ
と
り
刷
新
充
実
を
図
る
こ
と
。

ニ
政
府
は
、
明
年
度
芸
術
祭
か
ら
右
に
つ

い
て
実
現
て
き
る
よ
う
、
必
要
な
予
買
措

置
を
と
る
こ
と
C

[
／
〗
い
い
い
~
員
長
一

高

橋

誠

一

郎9:t.9≫f,T.¥.＼ー・

タ
リ
ー
「
朝
顔
」
）
◇
日
本
放
送
協
会
（
テ
レ
ヒ

ト
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
乗
船
名
簿
A
R
1
2
9
」)

〔
レ
コ
ー
ド
〕
八
国
内
盛
＞
◇
東
芝
音
楽
工
業

株
式
会
社
（
箪
曲
「
古
典
名
曲
の
比
較
研
究
」

)
◇
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ト
株
式
会
社
（
「
日
本
の

弦
楽
四
重
奏
曲
」
）
八
外
国
盤
＞
◇
日
本
コ
ロ

ム
ビ
ア
株
式
会
社
（
「
ベ
ー
ト
ー
ウ
ェ
ン
弦
楽

四
重
奏
曲
第
十
五
番
イ
知
調
作
品
一
―
―
三
」
）

◇
日
木
ク
ラ
モ
フ
―
：
ン
戻
式
＾
―
―
ー
パ
い
（
「
バ
ソ
ハ

熊
誓
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
乙
た
い
OI
ソ
ナ
タ
と
パ

書

←=っっ—
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ル
テ
ィ
ー
タ
」
）
◇
日
ぷ
コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会

社
（
「
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
俗
音
楽
大
系

」
)
◇
東
芝
音
楽
工
業
株
式
会
社
（
「
バ
ッ
ハ

ミ
サ
曲
口
短
調
」
）
◇
東
芝
音
楽
工
業
株
式
会

社
（
中
世
及
び
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
「

ア
ン
ダ
ル
シ
ー
ア
の
歌
」
）
◇
日
本
コ
ロ
ム
ピ

ぐ
う

ア
株
式
今
1

社
（
モ
ン
テ
ヴ
ニ
ル
デ
ィ
音
楽
寓
話

劇
「
オ
ル
フ
ェ
ー
オ
」
全
曲
）

〔
大
衆
芸
能
〕
八
一
部

V
◇
桂
小
南
（
第
一
八

八
回
三
越
落
語
会
に
お
け
る
「
三
十
石
」
の
話

芸
）
◇
桜
井
長
一
郎
（
三
越
劇
場
公
演
「
模
写

変
遷
史
」
に
お
け
る
演
技
）
◇
シ
ャ
ン
バ
ロ
ー

（
第
三
十
七
皿
ホ
ー
イ
ズ
大
行
進
に
詞
け
る
「

シ
ャ
ン
バ
ロ
ー
＝
一
部
作
，
一
り
演
奏
・
泊
技
）
八

二
部
＞
◇
越
路
吹
雪
（
「
越
路
吹
雪
リ
サ
イ
タ

ル
」
の
歌
唱
）

〔
公
募
脚
本
〕
八
ラ
ジ
オ
脚
本
＞
◇
北
村
一
夫

（
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
脚
本
「
青
い
光
の
粒
」
）
◇

加
藤
明
（
ラ
ジ
オ
ト
ラ
マ
脚
本
「
s

い
こ
△
プ

レ
ヒ
脚
本

V
◇
松
本
元
子
（
テ
レ
ヒ
ト
ラ
マ
脚

本
「
キ
ャ
ッ
ト
・
マ
ー
チ
」
）
◇
関
口
き
よ
子

（
テ
レ
ピ
ト
ラ
マ
脚
本
「
濁
流
」
）
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